
ＰＴジャーナル・第 50 巻第 5号・2016 年 5 月536

背景：患者に日常的な身体活動を避けるように勧め
る理学療法士の助言は，理学療法士自身の運動恐怖
的な考えによって影響され得る．理学療法士のもつ
運動恐怖的な考えが患者のリフティング能力に及ぼ
す影響の大きさについては，ほとんど知られていな
い．
目的：理学療法士のもつ運動恐怖的な考えが健康な
成人のリフティング能力に及ぼす影響を調べる．
デザイン：単純盲検クラスターランダム化横断研究．
方法：理学療法を学ぶ大学 1 年生および 2 年生の合
計 256 名（男性 105 名，女性 151 名）が研究に参加し
て，リフティング能力の検査を行った．検査者とし
て理学療法を学ぶ大学 2 年生 24 名が選ばれた．対象
者のなかでグループ A（124 名）はヘルスケア提供者
のためのタンパ運動恐怖症スケール（Tampa Scale 
of Kinesiophobia for healthcare providers：TSK—
HC）で高いスコアをもつ検査者によってリフティン
グ能力を評価された．グループ B（132 名）は TSK—
HC の低い検査者によって評価された．
結果：リフティング能力の平均について，グループ
A は 32.1 kg［標準偏差（standard deviation：SD）＝
13.6］，グループ B は 39.6 kg（SD＝16.4）であった．
性別や体重などの要素をコントロールした後に，検
査者の運動恐怖的な考えが有意にリフティング能力
を低下させること（グループ A は 14.4 kg，グループ
Bは8.0 kg）が混合モデル（mixed—model）分析により
明らかになった．
研究の限界：痛みをもつ患者への一般化が今後研究
されるべきである．
結論：理学療法士の運動恐怖的な考えは健康な成人
のリフティング能力にネガティブに影響する．日々
の臨床実践において，理学療法士は自身の運動恐怖
的な考えが患者の能力に及ぼす影響を考慮すべきで
ある．

目的：①　多発性硬化症の患者において，援助の有無
にかかわらず，床または地面から立ち上がるか着座
するまでの姿勢をとること（initial recovery：IR）の
遅れが10分以上の者と転倒後1時間以上床または地
面に臥位であった（長期臥位）者との比較と，②　多発
性硬化症を有する患者と IR の遅れる要因との関係
を検証すること．
デザイン：データを利用した横断研究からの二次的
研究である．転倒後の経験に関する情報は，参加者
の最近の転倒に関する内容を自由な答えを求める質
問形式にてインタビューを行った．
対象者：北アメリカ多発性硬化症委員会に登録して
いる55歳以上の多発性硬化症患者700名のうちイン
タビューを完了した 354 人より，辞退者や不適格者
を除く，転倒後の経験に関しての情報を含んだ 322
名を対象とした．
結果：多発性硬化症をもつ 322 名の転倒者のうち，
合計 89 名（27.6％）は，IR の遅れを報告した．そのう
ち 15 名（4.7％）は，長期臥位者であった．ロジス
ティック回帰分析は，IR の遅れと関連した 5 つの要
因を明らかにした：より長い有病期間［オッズ比

（odds ratio：OR）＝1.03，95％信頼区間（confidence 
interval：CI）：1.00—1.05］，骨折につながる落下（OR
＝2.73，95％CI：1.11—6.72），許される範囲の手助け

（OR＝3.94，95％CI：2.07—7.50），気分の落ち込み
（OR＝1.96，95％CI：1.10—3.49），そして，足腰の弱
さ（OR＝2.14，95％CI：1.13—4.03）．長期臥位を報告
した転倒者と IR の遅れを報告した人々の間で，有
意差はみられなかった．
結論：多発性硬化症の患者は必ずしも転倒後，長期
臥床を経験しているわけではないことが，調査結果
から示唆された．多発性硬化症の患者は転倒の際，
長い間床または地面にあることを避けるために，適
切な対策をする必要がある．多発性硬化症の患者の
転倒に対する対策の重要性が強調された．
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背景と目的：前十字靱帯再建（anterior cruciate liga-
ment reconstruction：ACLR）後に大腿部筋の萎縮
や筋活動量低下，大腿四頭筋の筋力低下を認めるこ
とは多い．大腿四頭筋の筋力低下は ACLR 後，2 年
経過しても健側比 80～90％であり，筋活動量は健
側，患側ともに低下していると報告されている．本
研究の目的は，ACLR 後の男女を対象に大腿四頭筋
の筋力と筋活動，周径を測定し，性差や左右差につ
いて同時に比較することである．
方法：対象者は ALCR 後，約 3 年経過した女性 13
名，男性 11 名，対照群は女性 11 名，男性 12 名とし
た．ACLR 群の採取腱は膝蓋腱が 22 名，ハムスト
リング腱が 2 名であった．大腿四頭筋筋力は，
ACLR 群のみ等速性筋力測定装置を用い，角速度
60，180°／s の等速性筋力を測定した．筋活動の測定
には大腿四頭筋の中枢神経系の抑制を評価すること
ができる central activation ratio（CAR）を用い，膝
屈曲 60°における等尺性最大随意運動時の筋電位と
電気刺激を加えた際の筋電位の比を測定した．大腿
周径は大腿最大膨隆部で測定用テープを用いて計測
した．
結果：ACLR 群の男女ともに，患側は健側と比べ，
大腿四頭筋筋力（7～9％），CAR（8～10％）は有意に
低下していた．また，大腿四頭筋筋力は男性のほう
が大きかったが，CAR に性差は認めなかった．
ACLR群と対照群を比較した結果，CARに差は認め
なかった．大腿周径は，健側と患側，ACLR 群と対
照群の間に差はなかった．
考察と結論：先行研究と比べ大腿四頭筋の筋力低下
および CAR の低下の程度は少なかった．しかし，
ACLR から約 3 年経過しても，患側と比べ大腿四頭
筋筋力低下は残存しており，神経由来の低下が生じ
ていることが示唆された．ACLR 後，長期間にわた
る大腿四頭筋筋力評価は有効であり，特に競技復帰
に際しては CAR を評価する必要があると考えられ
る．今後は，神経由来の筋力低下のメカニズムを明
らかにするとともに，これを改善するプログラムを
考案する必要がある．

　哺乳類の感覚皮質は課題学習中に可塑的な変化を
引き起こす．しかし，このような感覚皮質で生じる
可塑的な変化がほかの皮質領域との情報交換にどの
ような影響を与えるのかについては不明である．本
研究の著者らは，第一次体性感覚野（頰ひげ領域）に
存在する皮質―皮質間ニューロンが学習とともに機
能的な変化を引き起こし，その変化が学習後の行動
に影響を及ぼすことを見出した．
　紙やすりの粗さの違いを頰ひげの触覚により区別
させる課題（質感弁別課題：粗い場合には舌なめを
行い，滑らかな場合には舌なめを抑制すると報酬が
得られる）をマウスに学習させた．課題学習中にお
ける探索行動（洞毛運動）を行動学的に解析したとこ
ろ，マウスは課題成功率の上昇とともに洞毛運動の
様式を変化させていた．
　各種蛍光トレーサーを用いて，第一次体性感覚野
から第一次運動野に投射するニューロン（primary 
motor‒projecting：M1P）と第一次体性感覚野から
第二次体性感覚野に投射するニューロン（secondary 
somatosensory‒projecting：S2P）とを同定し，それ
ぞれの第一次体性感覚野ニューロンにおける質感弁
別課題学習中の活動を，二光子カルシウムイメージ
ング法を用いて計測した．課題学習中のM1PとS2P
とでは異なる活動パターンが観察された．M1P
ニューロンでは，学習の進行とともに触覚に反応す
るニューロン数が増加しており，機能的には頰ひげ
を用いた洞毛運動の様式にかかわる情報をコードし
ていると考えられた．一方，S2P ニューロンでは，
触覚に反応するニューロン数は一定に保たれたが，
課題タイプを区別する反応を示すニューロンの割合
が増加しており，機能的には課題学習中の意思決定
にかかわる情報をコードしていると考えられた．
　これらの結果から，第一次体性感覚野は経路特異
的に異なった情報を学習の進行に伴い強化させ，そ
れぞれの経路を介して課題遂行に必要な情報をほか
の大脳皮質領域に運ぶことが示唆された．
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